
10

20

JP 7684845 B2 2025.5.28

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7684845号

(P7684845)
(24)登録日　令和7年5月20日(2025.5.20)(45)発行日　令和7年5月28日(2025.5.28)

(54)【発明の名称】　コネクタ端子

(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｒ 13/11 (2006.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｒ 13/11 ３０２Ｅ 　　　
　Ｈ０１Ｒ 13/11 　　　Ａ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-100779(P2021-100779)
(22)出願日　 令和3年6月17日(2021.6.17)
(65)公開番号　 特開2023-139(P2023-139A)
(43)公開日　 令和5年1月4日(2023.1.4)

審査請求日　 令和6年4月12日(2024.4.12)

(73)特許権者　 000231822
日本端子株式会社
神奈川県平塚市八重咲町２６－７

(74)代理人　 110001379
弁理士法人大島特許事務所

(72)発明者　 榎本  真也
神奈川県平塚市八重咲町２６－７  日本 
端子株式会社内

(72)発明者　 西村  紀
神奈川県平塚市八重咲町２６－７  日本 
端子株式会社内

審査官　 石田  佳久

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 側 端 子 に 設 け ら れ た 導 電 性 を 有 す る 表 面 に 対 し て 導 電 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 端 子 で あ  
っ て 、
　 前 後 方 向 に 延 在 す る 底 壁 と 、
　 前 記 底 壁 の 左 右 の 各 側 縁 か ら 起 立 し た 側 壁 と 、
　 前 記 底 壁 の 前 側 に 位 置 す る 前 端 か ら 前 記 底 壁 の 後 方 に 向 け て 延 在 す る 、 上 下 方 向 に 弾 性  
的 に 曲 げ 変 形 可 能 な 接 点 担 持 片 と を 有 し 、
　 前 記 接 点 担 持 片 は 、
　 前 記 前 端 か ら 後 方 且 つ 上 方 に 向 け て 延 在 す る 下 片 と 、
　 前 記 下 片 の 後 端 か ら 前 方 且 つ 上 方 に 向 け て 湾 曲 し て 延 在 す る 湾 曲 片 と 、
　 前 記 湾 曲 片 の 上 端 か ら 前 方 且 つ 下 方 に 向 け て 延 在 す る 上 片 と を 連 続 し て 有 し 、
　 前 記 上 片 は 、 前 記 湾 曲 片 に 対 す る 近 位 側 に お い て 上 方 に 向 け て 突 出 し た 第 １ 接 点 部 及 び  
前 記 湾 曲 片 に 対 す る 遠 位 側 に お い て 上 方 に 向 け て 突 出 し た 第 ２ 接 点 部 を 含 み 、
　 前 記 上 片 は 、 前 記 第 １ 接 点 部 と 前 記 第 ２ 接 点 部 と の 中 間 部 に 、 前 記 側 壁 と 揺 動 可 能 に 係  
合 す る 係 合 部 を 有 し 、
　 前 記 接 点 担 持 片 は 、 前 記 基 板 側 端 子 と の 当 接 に よ り 前 記 第 １ 接 点 部 を 押 し 下 げ ら れ た と  
き に 、 前 記 係 合 部 を 支 点 と し た 前 記 上 片 の 揺 動 に よ り 前 記 第 ２ 接 点 部 が 前 記 基 板 側 端 子 に  
向 け て 上 昇 変 位 す る と 共 に 、 前 記 下 片 が 前 記 底 壁 に 向 け て 降 下 移 動 す べ く 構 成 さ れ 、
　 前 記 底 壁 は 、 前 記 下 片 と 対 向 す る 部 分 に 、 前 記 下 片 の 前 記 降 下 移 動 に よ り 、 前 記 下 片 が  

請求項の数　4　（全15頁）
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進 入 可 能 な 凹 部 或 い は 開 口 が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 凹 部 或 い は 前 記 開 口 は 、 前 記 係 合 部 よ り も 前 記 底 壁 の 前 記 前 端 か ら 遠 ざ か る 側 に 位  
置 す る 部 分 を 含 ん で い る コ ネ ク タ 端 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 底 壁 及 び 前 記 側 壁 を 含 ん で 上 方 開 口 の 溝 形 横 断 面 形 状 の 筐 体 が 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ 接 点 部 は 、 前 記 基 板 側 端 子 と 当 接 し て い な い 自 由 状 態 に お い て 前 記 筐 体 よ り 外  
方 に 位 置 し 、 前 記 基 板 側 端 子 と の 当 接 に よ り 押 し 下 げ ら れ た 状 態 に お い て 前 記 接 点 担 持 片  
の 弾 性 変 形 の も と に 前 記 筐 体 内 へ 向 け て 移 動 し 、
　 前 記 第 ２ 接 点 部 は 、 前 記 自 由 状 態 に お い て 前 記 筐 体 内 に 位 置 し 、 前 記 第 １ 接 点 部 の 前 記  
筐 体 内 に 向 か う 移 動 に 伴 っ て 前 記 筐 体 よ り 外 方 へ 向 け て 移 動 す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク  
タ 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 下 片 が 、 前 記 底 壁 の 前 記 前 端 か ら 折 り 返 さ れ た 、 前 記 底 壁 と 一 体 的 な 部 材 を な す 請  
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の コ ネ ク タ 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 底 壁 と 前 記 側 壁 と 前 記 接 点 担 持 片 と が 単 ピ ー ス の プ レ ス 成 形 品 で あ る 請 求 項 １ ～ ３  
の 何 れ か 一 項 に 記 載 の コ ネ ク タ 端 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ネ ク タ 端 子 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 、 カ ー ド エ ッ ジ コ ネ ク タ 等 に 用 い ら れ る  
電 気 的 接 続 用 の コ ネ ク タ 端 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 カ ー ド エ ッ ジ コ ネ ク タ 等 に 用 い ら れ る コ ネ ク タ 端 子 と し て 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 の 基 板 側  
端 子 に 設 け ら れ た 導 電 性 を 有 す る 表 面 に 対 し て 導 電 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 端 子 で あ っ て 、 底  
壁 を 含 み 、 基 板 端 子 に 対 し て 前 後 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 な 筐 体 お よ び 一 端 を 底 壁 に 接 続 さ れ  
て 前 後 方 向 に 延 在 す る ば ね 性 を 有 す る 接 点 担 持 片 を 含 み 、 接 点 担 持 片 に 、 基 板 側 端 子 と 当  
接 し て い な い 自 由 状 態 に お い て 筐 体 の 外 方 に 位 置 し 、 基 板 側 端 子 と の 当 接 に よ り 底 壁 の 側  
に 押 し 下 げ ら れ た 状 態 に お い て 接 点 担 持 片 の 弾 性 変 形 の も と に 筐 体 内 へ 向 け て 移 動 す る 第  
１ 接 点 部 と 、 前 記 自 由 状 態 に お い て 筐 体 内 に 位 置 し 、 第 １ 接 点 部 の 前 記 筐 体 内 に 向 か う 移  
動 に 伴 っ て 筐 体 よ り 外 方 へ 向 け て 移 動 す る よ う 第 ２ 接 点 部 と が 設 け ら れ た コ ネ ク タ 端 子 が  
知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の コ ネ ク タ 端 子 は 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 に 対 す る 相 対 的 な 移 動 に よ り 、 先 ず 第 １ 接 点  
部 が 基 板 側 端 子 に 当 接 し 、 こ の 当 接 に よ っ て 接 点 担 持 片 が 底 壁 の 側 に 押 し 下 げ ら れ る べ く  
弾 性 変 形 し 、 こ の 弾 性 変 形 に よ っ て 第 ２ 接 点 部 が 上 側 に 移 動 し 、 第 ２ 接 点 部 が 筐 体 の 外 方  
に 位 置 す る こ と に よ り 基 板 側 端 子 に 当 接 し 、 第 １ 接 点 部 及 び 第 ２ 接 点 部 を 接 触 部 と し て 基  
板 端 子 と 導 電 接 続 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 許 ６ １ ９ ８ ３ ６ ５ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ８ ７ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の コ ネ ク タ 端 子 で は 、 第 １ 接 点 部 が 基 板 側 端 子 に 当 接 し て 接 点 担 持 片 が 底 壁 の 側 に  
押 し 下 げ ら れ る 過 程 で 、 接 点 担 持 片 が 底 壁 に 突 き 当 た る と 、 接 点 担 持 片 の そ れ 以 上 の 弾 性  
変 形 が 底 壁 に よ っ て 抑 制 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 端 子 を プ リ ン ト 回 路 基 板 に 対  
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し て 相 対 的 に 移 動 さ せ る の に 必 要 な 操 作 力 （ 基 板 挿 入 力 ） が 大 き く な り 、 接 続 操 作 性 が 悪  
く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の こ と は 、 コ ネ ク タ 端 子 の 上 下 方 向 の 寸 法 を 拡 大 す る こ と に よ り 解 決 で き る が 、 コ ネ  
ク タ 端 子 が 大 型 化 し 、 コ ネ ク タ の コ ン パ ク ト 化 を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 背 景 に 鑑 み 、 コ ネ ク タ 端 子 が 大 型 化 す る こ と な く 、 接 続 に 要 す る 操 作  
力 の 増 大 に よ る 接 続 操 作 性 の 悪 化 を 回 避 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の あ る 態 様 は 、 基 板 側 端 子 （ １ ４ ） に 設 け ら れ た 導 電  
性 を 有 す る 表 面 （ １ ４ Ａ ） に 対 し て 導 電 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 端 子 （ ３ ８ ） で あ っ て 、 前 後  
方 向 に 延 在 す る 底 壁 （ ４ ８ ） と 、 前 記 底 壁 の 前 側 に 位 置 す る 前 端 か ら 前 記 底 壁 の 後 方 に 向  
け て 延 在 す る 、 上 下 方 向 に 弾 性 的 に 曲 げ 変 形 可 能 な 接 点 担 持 片 （ ５ ２ ） と を 有 し 、 前 記 接  
点 担 持 片 は 、 前 記 前 端 か ら 後 方 且 つ 上 方 に 向 け て 延 在 す る 下 片 （ ７ ０ ） と 、 前 記 下 片 の 後  
端 か ら 前 方 且 つ 上 方 に 向 け て 湾 曲 し て 延 在 す る 湾 曲 片 （ ７ ２ ） と 、 前 記 湾 曲 片 の 上 端 か ら  
前 方 且 つ 下 方 に 向 け て 延 在 す る 上 片 （ ７ ４ ） と を 連 続 し て 有 し 、 前 記 上 片 は 、 前 記 湾 曲 片  
に 対 す る 近 位 側 に お い て 上 方 に 向 け て 突 出 し た 第 １ 接 点 部 （ ７ ６ ） 及 び 前 記 湾 曲 片 に 対 す  
る 遠 位 側 に お い て 上 方 に 向 け て 突 出 し た 第 ２ 接 点 部 （ ７ ８ ） を 含 み 、 前 記 接 点 担 持 片 は 、  
前 記 基 板 側 端 子 と の 当 接 に よ り 前 記 第 １ 接 点 部 を 押 し 下 げ ら れ た と き に 、 前 記 第 ２ 接 点 部  
が 前 記 基 板 側 端 子 に 向 け て 上 昇 変 位 す べ く 構 成 さ れ 、 前 記 底 壁 は 、 前 記 下 片 と 対 向 す る 部  
分 に 、 前 記 下 片 が 進 入 可 能 な 凹 部 （ ８ ４ 、 ８ ６ ） 或 い は 開 口 （ ８ ８ ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 接 点 担 持 片 の 下 片 が 自 由 状 態 か ら 底 壁 に 当 接 す る ま で の ス ト ロ ー ク  
が 底 壁 に 設 け ら れ た 凹 部 或 い は 開 口 に よ っ て 拡 大 さ れ 、 コ ネ ク タ 端 子 が 大 型 化 す る こ と な  
く 、 接 続 に 要 す る 操 作 力 の 増 大 に よ る 接 続 操 作 性 の 悪 化 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 底 壁 の 左 右 の 各 側 縁 か ら 起 立 し た 側 壁 （ ５ ０ ） を 更 に 有 し 、  
前 記 上 片 の 、 前 記 第 １ 接 点 部 と 前 記 第 ２ 接 点 部 と の 中 間 部 （ ７ ４ Ａ ） が 、 前 記 側 壁 に 揺 動  
可 能 に 支 持 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 上 片 が 側 壁 に 対 す る 支 持 部 を 支 点 と し て 揺 動 変 位 し 、 第 １ 接 点 部 が  
押 し 下 げ ら れ た と き に 、 第 ２ 接 点 部 が 基 板 側 端 子 に 向 け て 上 昇 変 位 す る 運 動 が 確 実 に 行 わ  
れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 底 壁 及 び 前 記 側 壁 を 含 ん で 上 方 開 口 の 溝 形 横 断 面 形 状 の 筐 体  
（ ４ ０ ） が 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ 接 点 部 は 、 前 記 基 板 側 端 子 と 当 接 し て い な い 自 由 状 態 に お  
い て 前 記 筐 体 の 外 方 に 位 置 し 、 前 記 基 板 側 端 子 と の 当 接 に よ り 押 し 下 げ ら れ た 状 態 に お い  
て 前 記 接 点 担 持 片 の 弾 性 変 形 の も と に 前 記 筐 体 内 へ 向 け て 移 動 し 、 前 記 第 ２ 接 点 部 は 、 前  
記 自 由 状 態 に お い て 前 記 筐 体 内 に 位 置 し 、 前 記 第 １ 接 点 部 の 前 記 筐 体 内 に 向 か う 移 動 に 伴  
っ て 前 記 筐 体 よ り 外 方 へ 向 け て 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 自 由 状 態 で は 第 ２ 接 点 部 が 筐 体 内 に 位 置 し て い る こ と に よ り 、 第 ２  
接 点 部 に 外 力 が 加 わ り 難 く な り 、 第 ２ 接 点 部 の 部 分 の 変 形 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 下 片 が 、 前 記 底 壁 の 前 端 か ら 折 り 返 さ れ た 、 前 記 底 壁 と 一 体  
的 な 部 材 を な す よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ 端 子 の 部 品 点 数 が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 上 記 の 態 様 に お い て 、 前 記 底 壁 と 前 記 側 壁 と 前 記 接 点 担 持 片 と が 単 ピ ー ス の プ レ ス 成 形  
品 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ 端 子 の 部 品 点 数 が 削 減 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 態 様 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ 端 子 が 大 型 化 す る こ と な く 、 接 続 に 要 す る 操 作 力 の 増 大  
に よ る 接 続 操 作 性 の 悪 化 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る コ ネ ク タ 端 子 を 備 え た カ ー ド エ ッ ジ コ ネ ク タ の １ つ の 実 施 形 態 を 示  
す 斜 視 図
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 平 面 図
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 を ハ ウ ジ ン グ に 組 み 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 断 面 図
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 第 １ 接 点 部 と プ リ ン ト 回 路 基 板 と の 関 係 を 示 す  
一 部 断 面 側 面 図
【 図 ６ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） は コ ネ ク タ と プ リ ン ト 回 路 基 板 と の 接 続 過 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ７ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） は コ ネ ク タ と プ リ ン ト 回 路 基 板 と の 接 続 過 程 を 、 本 実 施 形 態 に よ  
る コ ネ ク タ と 従 来 例 の コ ネ ク タ と で 比 較 し て 示 す 断 面 図
【 図 ８ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 素 材 で あ る プ レ ス 打 抜 き 板 の 平 面 図
【 図 ９ 】 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 製 造 工 程 を 示 す 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 他 の 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 要 部 の 断 面 図
【 図 １ １ 】 他 の 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 素 材 で あ る プ レ ス 打 抜 き 板 の 平 面 図
【 図 １ ２ 】 他 の 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 要 部 の 断 面 図
【 図 １ ３ 】 他 の 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ 端 子 の 素 材 で あ る プ レ ス 打 抜 き 板 の 平 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る コ ネ ク タ 端 子 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 以 下  
の 説 明 で は 、 上 下 、 左 右 及 び 前 後 を 、 図 １ の 矢 印 に 示 す よ う に 定 義 し て 説 明 を 行 う 。 但 し  
、 こ の 方 向 の 定 義 は 説 明 の 便 宜 上 の こ と で あ り 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 実 施 形 態 の コ ネ ク タ １ ０ は 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ と の  
電 気 的 な 接 続 器 具 と し て 用 い ら れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ １ ０ は 、 い わ ゆ る カ ー ド  
エ ッ ジ コ ネ ク タ で あ っ て 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 端 縁 部 、 す な わ ち 、 カ ー ド エ ッ ジ 部 １  
２ Ａ を 接 続 さ れ る 。 カ ー ド エ ッ ジ 部 １ ２ Ａ の 下 面 に は 複 数 の 基 板 側 端 子 １ ４ が 左 右 方 向 に  
所 定 の 間 隔 を お い て 整 列 配 置 さ れ て い る 。 各 基 板 側 端 子 １ ４ は 導 電 性 を 有 す る 平 ら な 表 面  
１ ４ Ａ （ 図 ５ 参 照 ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 コ ネ ク タ １ ０ は 樹 脂 成 形 品 に よ る ハ ウ ジ ン グ ２ ２ を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ は 左 右 方 向  
に 長 い 扁 平 な 形 状 を な し て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ は 、 そ の 前 面 の 上 部 に 開 口 し て 前 後 方 向  
に 延 在 す る １ つ の 基 板 差 込 室 ２ ４ 及 び 基 板 差 込 室 ２ ４ の 下 方 を 前 後 方 向 に 延 在 す る 複 数 の  
端 子 室 ２ ６ を 画 定 し て い る 。 複 数 の 端 子 室 ２ ６ は 、 基 板 側 端 子 １ ４ の 配 列 に 従 っ て 左 右 方  
向 に 所 定 の 間 隔 を お い て 整 列 配 置 さ れ て い る 。 各 端 子 室 ２ ６ は 連 通 部 ２ ８ に よ っ て 基 板 差  
込 室 ２ ４ （ 図 ３ 参 照 ） に 連 通 す る 部 分 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 端 子 室 ２ ６ に は 被 覆 ケ ー ブ ル ３ ６ を 電 気 的 に 接 続 さ れ た コ ネ ク タ 端 子 （ 端 子 部 材 ） ３  
８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 各 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ は 金 属 板 を 折 曲 形 成 さ れ た プ レ ス 加 工 品 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ は 、 図 ２ ～ 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 端 子 本 体 を な す 筐 体 ４ ０ 及 び  
筐 体 ４ ０ の 後 部 に 形 成 さ れ た 芯 線 バ レ ル ４ ４ 及 び 被 覆 部 バ レ ル ４ ６ を 含 む 。 芯 線 バ レ ル ４  
４ に は 被 覆 ケ ー ブ ル ３ ６ の 芯 線 ３ ６ Ａ が 、 被 覆 部 バ レ ル ４ ６ に は 被 覆 ケ ー ブ ル ３ ６ の 被 覆  
部 ３ ６ Ｂ が そ れ ぞ れ 圧 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 筐 体 ４ ０ は 、 前 後 方 向 に 延 在 す る 矩 形 の 底 壁 ４ ８ 及 び 底 壁 ４ ８ の 左 右 の 各 側 縁 か ら 起 立  
し た 側 壁 ５ ０ を 有 し 、 上 方 開 口 の 溝 形 横 断 面 形 状 を な す 。 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ は 、 図 ４ に 示  
さ れ て い る よ う に 、 底 壁 ４ ８ に 接 続 さ れ た 前 端 ５ ２ Ａ を 備 え 、 前 端 ５ ２ Ａ か ら 底 壁 ４ ８ 上  
を 底 壁 ４ ８ に 沿 っ て 後 方 に 延 在 す る 、 上 下 方 向 に 弾 性 的 に 曲 げ 変 形 可 能 な 接 点 担 持 片 ５ ２  
を 有 す る 。 接 点 担 持 片 ５ ２ に つ い て は 、 詳 細 を 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 筐 体 ４ ０ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 各 側 壁 ５ ０ の 下 部 の 前 後 ３ 箇 所 か ら 各 々 下 方  
に 延 出 し た ス タ ビ ラ イ ザ 片 ５ ４ を 有 す る 。 ス タ ビ ラ イ ザ 片 ５ ４ は 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ が 端  
子 室 ２ ６ に 挿 入 さ れ る 際 に 、 端 子 室 ２ ６ の 下 部 を 前 後 方 向 に 延 在 す る 案 内 面 ５ ６ 上 を 摺 動  
し 、 挿 入 時 の コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 姿 勢 を 安 定 化 さ せ る 働 き を す る 。 ス タ ビ ラ イ ザ 片 ５ ４ は  
、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ が 挿 入 さ れ こ と に よ り 、 接 点 担 持 片 ５ ２ に ば ね 接 圧 が 発 生 し 、 コ  
ネ ク タ 端 子 ３ ８ が 案 内 面 ５ ６ の 方 向 に 押 し 付 け ら れ る 反 力 が 発 生 し た と き に 、 そ の 反 力 （  
荷 重 ） を 担 う と い う 働 き も す る 。 尚 、 ス タ ビ ラ イ ザ 片 ５ ４ は 、 左 右 の も の で 、 上 下 方 向 の  
延 出 寸 法 が 互 い に 異 な り 、 こ れ に 応 じ て 左 右 の 案 内 面 ５ ６ の 高 さ も 互 い に 異 な っ て い る 。  
こ の 構 造 に よ り 、 端 子 室 ２ ６ に 対 す る コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 誤 組 付 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 対 応 す る 端 子 室 ２ ６ の 前 部 に 設 け  
ら れ た ハ ウ ジ ン グ ２ ２ の 前 壁 ５ ８ に 筐 体 ４ ０ の 前 端 片 ４ １ が 衝 当 す る こ と に よ り 、 端 子 室  
２ ６ に お け る 前 方 へ の 移 動 を 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ の 下 部 か ら 前 方 に 延 出  
し た ラ ン ス 片 ６ ０ を 有 す る 。 ラ ン ス 片 ６ ０ は 、 端 子 室 ２ ６ 毎 に 設 け ら れ 、 各 々 対 応 す る 端  
子 室 ２ ６ に 進 入 す る 遊 端 （ 前 端 ） ６ ０ Ａ を 有 す る 。 各 ラ ン ス 片 ６ ０ は 、 遊 端 ６ ０ Ａ が 対 応  
す る コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 底 壁 ４ ８ に 形 成 さ れ た 開 口 ６ ２ の 前 縁 ６ ２ Ａ に 衝 当 す る こ と に よ  
り 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ が 端 子 室 ２ ６ よ り 後 方 に 抜 け 出 す こ と を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ハ ウ ジ ン グ ２ ２ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 上 部 か ら 端 子 室 ２ ６ に 向 け て 開 口 し た  
開 口 部 ６ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ６ ３ に は リ テ ー ナ ６ ４ が 嵌 合 し て い る 。 リ テ ー ナ ６  
４ は 各 端 子 室 ２ ６ に 対 応 す る 突 片 ６ ６ を 有 す る 。 突 片 ６ ６ は 前 端 面 ６ ６ Ａ が コ ネ ク タ 端 子  
３ ８ に 形 成 さ れ た リ テ ー ナ 係 合 部 ６ ８ の 後 端 面 ６ ８ Ａ に 衝 当 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 端  
子 ３ ８ が 端 子 室 ２ ６ よ り 後 方 よ り 抜 け 出 す こ と を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 接 点 担 持 片 ５ ２ の 詳 細 を 、 図 ４ を 参 照 し て 後 述 す る 。 接 点 担 持 片 ５ ２ は 、 折 曲 加  
工 品 で あ り 、 前 端 ５ ２ Ａ か ら 後 方 且 つ 上 方 に 向 け て 延 在 す る 下 片 ７ ０ と 、 下 片 ７ ０ の 後 端  
か ら 前 方 且 つ 上 方 に 向 け て １ ８ ０ 度 湾 曲 し て 延 在 す る 湾 曲 片 ７ ２ と 、 湾 曲 片 ７ ２ の 上 端 か  
ら 前 方 且 つ 下 方 に 向 け て 延 在 す る 上 片 ７ ４ と を 連 続 し て い る 。 下 片 ７ ０ は 湾 曲 片 ７ ２ 及 び  
上 片 ７ ４ よ り も 左 右 幅 が 小 さ い 。 上 片 ７ ４ は 湾 曲 片 ７ ２ に 対 す る 近 位 側 に お い て 上 方 に 向  
け て 突 出 し た 第 １ 接 点 部 ７ ６ 及 び 湾 曲 片 ７ ２ に 対 す る 遠 位 側 に お い て 上 方 に 向 け て 突 出 し  
た 第 ２ 接 点 部 ７ ８ を 含 む 。 換 言 す る と 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ は 湾 曲 片 ７ ２ の 近 傍 に あ り 、 第 ２  
接 点 部 ７ ８ の 上 片 ７ ４ の 遊 端 （ 前 端 ） の 近 傍 に あ る 。 第 １ 接 点 部 ７ ６ 及 び 第 ２ 接 点 部 ７ ８  
は エ ン ボ ス 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 湾 曲 片 ７ ２ の 湾 曲 は 、 １ ８ ０ 度 の 湾 曲 で あ  
る こ と が 必 須 で は な く 、 １ ８ ０ 度 以 外 の 角 度 の 湾 曲 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 片 ７ ４ は 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ と 第 ２ 接 点 部 ７ ８ と の 中 間 部 ７ ４ Ａ に 、 左 右 の 各 縁 部 か ら  
外 方 に 突 出 し た 支 持 片 ８ ０ を 有 す る 。 支 持 片 ８ ０ は 対 応 す る 側 壁 ５ ０ に 形 成 さ れ た 開 口 ８  
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２ に 揺 動 可 能 に 係 合 し て い る 。 こ れ に よ り 、 上 片 ７ ４ は 支 持 片 ８ ０ と 開 口 ８ ２ と の 係 合 部  
を 支 点 と し て 側 壁 ５ ０ か ら 略 上 下 方 向 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。 以 降 の 説 明 で は 、 上 片 ７  
４ の 中 間 部 ７ ４ Ａ に 設 け ら れ て い る 支 持 片 ８ ０ と 開 口 ８ ２ と の 係 合 部 を 支 点 Ａ と 云 う こ と  
が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 接 点 担 持 片 ５ ２ は 、 基 板 側 端 子 １ ４ の 表 面 １ ４ Ａ と の 当 接 に よ り 、 湾 曲 片 ７ ２ と 共 に 第  
１ 接 点 部 ７ ６ を 下 方 に 向 け て 押 し 下 げ ら れ た と き に 、 上 片 ７ ４ が 支 持 片 ８ ０ と 開 口 ８ ２ と  
の 係 合 部 を 支 点 と し て 図 ４ で 見 て 時 計 廻 り 方 向 に 傾 動 す る こ と に よ り 、 第 ２ 接 点 部 ７ ８ が  
基 板 側 端 子 １ ４ に 向 け て 上 昇 変 位 し て 筐 体 ４ ０ の 上 方 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 よ り 詳 細 に は 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ は 、 基 板 側 端 子 １ ４ の 表 面 １ ４ Ａ と 当 接 し て い な い 自 由  
状 態 に お い て は 、 筐 体 ４ ０ の 上 縁 よ り も 上 方 （ 外 方 ） に 位 置 し 、 基 板 側 端 子 １ ４ の 表 面 １  
４ Ａ と の 当 接 に よ り 押 し 下 げ ら れ た 状 態 に お い て は 接 点 担 持 片 ５ ２ の 弾 性 変 形 の も と に 筐  
体 ４ ０ 内 へ 向 け て 移 動 す る 。 第 ２ 接 点 部 ７ ８ は 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ が 基 板 側 端 子 １ ４ の 表 面  
１ ４ Ａ と 当 接 し て い な い 自 由 状 態 に お い て は 筐 体 ４ ０ 内 に 位 置 し 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ の 筐 体  
４ ０ 内 に 向 か う 降 下 移 動 に 伴 っ て 筐 体 ４ ０ よ り 外 方 へ 向 け て 上 昇 移 動 し 、 筐 体 ４ ０ の 上 縁  
よ り も 上 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の よ う に 、 第 ２ 接 点 部 ７ ８ は 、 自 由 状 態 で は 筐 体 ４ ０ 内 に 位 置 し 、 筐 体 ４ ０ に よ り  
保 護 さ れ る か ら 、 第 ２ 接 点 部 ７ ８ に 外 力 が 加 わ り 難 く な り 、 第 ２ 接 点 部 ７ ８ の 部 分 の 変 形  
が 抑 制 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 接 点 部 ７ ８ に よ る 基 板 側 端 子 １ ４ と の 導 電 接 続 の 信 頼 性  
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 片 ７ ４ は 支 持 片 ８ ０ と 開 口 ８ ２ と の 係 合 部 を 支 点 Ａ と し て 側 壁 ５ ０ か ら 略 上 下 方 向 に  
揺 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る か ら 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ の 降 下 移 動 に 応 じ て 第 ２ 接 点 部 ７ ８ が 上  
昇 移 動 す る 接 点 担 持 片 ５ ２ の 運 動 が 確 実 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 底 壁 ４ ８ は 、 下 片 ７ ０ の 中 間 部 ７ ０ Ａ と 対 向 す る 部 分 に 、 下 片 ７ ０ の 中 間 部 ７ ０ Ａ が 進  
入 可 能 な 凹 部 ８ ４ が 設 け ら れ て い る 。 凹 部 ８ ４ は コ イ ニ ン グ 加 工 （ 圧 印 加 工 ） に よ り 底 壁  
４ ８ の 肉 厚 を 他 の 部 分 よ り も 薄 く 形 成 さ れ て い る 。 中 間 部 ７ ０ Ａ は 、 下 片 ７ ０ が 押 し 下 げ  
ら れ た 時 に 、 底 壁 ４ ８ に 最 も 近 付 く 最 下 位 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 下 片 ７ ０ の 中 間 部 ７ ０ Ａ は 、 下 片 ７ ０ が 基 板 側 端 子 １ ４ の 表 面 １ ４ Ａ と の 当 接 に よ り 押  
し 下 げ ら れ た 状 態 の と き に 、 図 ６ （ Ｄ ） 及 び （ Ｅ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 凹 部 ８ ４ に 進  
入 す る 。 こ れ に よ り 、 下 片 ７ ０ が 自 由 状 態 か ら 底 壁 ４ ８ に 当 接 す る ま で の ス ト ロ ー ク が 凹  
部 ８ ４ の 深 さ 相 当 分 、 拡 大 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ が 大 型 化 す る こ と  
な く 、 特 に 筐 体 ４ ０ の 高 さ 寸 法 が 大 き く な る こ と な く 、 下 片 ７ ０ の 底 付 き に 起 因 し て コ ネ  
ク タ 接 続 （ コ ネ ク タ １ ０ と プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ と の 接 続 ） に 要 す る 操 作 力 が 増 大 す る こ  
と が 抑 制 さ れ 、 接 続 操 作 性 の 悪 化 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 １ 接 点 部 ７ ６ は 、 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 コ ネ ク タ 接 続 時 に 、 基 板 側 端 子 １ ４ の  
表 面 １ ４ Ａ と 当 接 す る 前 面 ７ ６ Ａ が 、 こ れ と は 反 対 の 後 面 ７ ６ Ｂ よ り も 緩 や か な 傾 斜 面 に  
な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 面 ７ ６ Ａ が 急 斜 面 で あ る 場 合 よ り も 、 コ ネ ク タ 接 続 に 要 す る  
操 作 力 が 低 減 し 、 接 続 操 作 性 の 悪 化 が 回 避 さ れ る と 共 に 、 基 板 側 端 子 １ ４ 及 び 第 １ 接 点 部  
７ ６ に 損 傷 が 与 え ら れ 難 く な る 。 基 板 側 端 子 １ ４ 及 び 第 １ 接 点 部 ７ ６ の 表 面 に め っ き 層 が  
あ る 場 合 に は 、 そ れ ら の め っ き 層 の 削 れ （ 摩 損 ） が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 図 ６ （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） を 参 照 し て コ ネ ク タ １ ０ と プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ と の 接 続 過  
程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 図 ６ （ Ａ ） は 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 基 板 側 端 子 １ ４ の 先 端 縁 が コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の  
上 片 ７ ４ の 湾 曲 片 ７ ２ 側 、 よ り 詳 細 に は 、 支 点 Ａ よ り も 湾 曲 片 ７ ２ 側 が 上 片 ７ ４ の 中 間 部  
に 当 接 し た 接 続 初 期 状 態 を 示 し て い る 。 接 続 初 期 状 態 で は 、 上 片 ７ ４ の 、 支 点 Ａ よ り 湾 曲  
片 ７ ２ 側 は 筐 体 ４ ０ よ り 上 方 に 位 置 し 、 上 片 ７ ４ の 、 支 点 Ａ よ り 第 ２ 接 点 部 ７ ８ 側 は 第 ２  
接 点 部 ７ ８ を 含 め て 筐 体 ４ ０ 内 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 接 続 初 期 状 態 よ り プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ が 図 ６ で 見 て 右 方 に 移 動 （ 基 板 差 込 室 ２ ４  
に 対 す る 挿 入 移 動 ） す る と 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 上 片 ７ ４ が 、 支 点 Ａ を 中  
心 と し て 、 図 ６ で 見 て 時 計 廻 り 方 向 に 回 動 変 位 す る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 接 点 部 ７ ６ が 降 下  
移 動 す る と 共 に 第 ２ 接 点 部 ７ ８ が 上 昇 移 動 し 、 第 ２ 接 点 部 ７ ８ が 筐 体 ４ ０ よ り 上 方 に 突 出  
し て 基 板 側 端 子 １ ４ に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 基 板 差 込 室 ２ ４ に 対 す る 挿 入 移 動 が 進 行 す る と 、 図 ６ （  
Ｃ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 上 片 ７ ４ の 支 点 Ａ よ り 湾 曲 片 ７ ２ 側 及 び 第 ２ 接 点 部 ７ ８ の ２  
点 が 基 板 側 端 子 １ ４ に 当 接 し た 状 態 で 、 下 片 ７ ０ が 底 壁 ４ ８ に 向 け て 降 下 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 基 板 差 込 室 ２ ４ に 対 す る 挿 入 移 動 が 進 行 す る と 、 図 ６ （  
Ｄ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 下 片 ７ ０ の 中 間 部 ７ ０ Ａ が 、 底 壁 ４ ８ の 凹 部 ８ ４ に 進 入 し 、  
凹 部 ８ ４ の 底 面 に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 更 に 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 基 板 差 込 室 ２ ４ に 対 す る 挿 入 移 動 が 進 行 す る と 、 図 ６ （  
Ｅ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 基 板 側 端 子 １ ４ が 第 １ 接 点 部 ７ ６ に 接 触 す る と 共 に 第 １ 接 点  
部 ７ ６ 上 に 乗 り 上 が る 。 こ れ に よ り 、 コ ネ ク タ １ ０ と プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ と の 接 続 が 完  
了 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 下 片 ７ ０ の 底 付 き に 起 因 し て コ ネ ク タ 接 続 に 要 す る 操 作 力 が 増 大 す る こ と が 従 来 の も の  
に 比 し て 抑 制 さ れ る こ と を 、 図 ７ （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ７ （ Ａ ） ～ （ Ｅ  
） は 、 上 段 に 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ の プ リ ン ト 回 路 基 板 に 対 す る 接 続 過 程 を 、 下 段 に  
凹 部 ８ ４ が 設 け ら れ て い な い 従 来 例 の コ ネ ク タ の プ リ ン ト 回 路 基 板 に 対 す る 接 続 過 程 を 、  
互 い に 比 較 し て 示 し て い る 。 尚 、 従 来 例 の コ ネ ク タ が 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ に 対 応 す  
る 部 分 は 本 実 施 形 態 に よ る コ ネ ク タ と 同 一 の 符 号 を 付 け て 説 明 す る 。 図 ７ の 上 段 の （ Ａ ）  
～ （ Ｅ ） の 図 示 は 、 図 ６ の （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） の 図 示 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 接 点 担 持 片 ５ ２ の 弾 性 変 形 は 、 図 ７ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 さ れ て い る  
、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ に 対 す る プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 図 ７ で 見 て 右 方 へ の 移 動 （ 以 下 の 説  
明 で は 接 続 移 動 と 云 う ） 量 が 少 な い 接 続 初 期 状 態 で は 、 本 実 施 形 態 と 従 来 例 と で 差 異 を 生  
じ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 尚 、 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ が 接 点 担 持 片 ５ ２ に 当 接 す る だ  
け で 、 接 点 担 持 片 ５ ２ が 弾 性 変 形 を 生 じ て い な い 初 期 状 態 で は 、 側 面 視 で 、 接 点 担 持 片 ５  
２ の 上 片 ７ ４ の 支 点 Ａ よ り も 第 １ 接 点 部 ７ ６ 側 の 直 線 部 の 筐 体 ４ ０ の 上 縁 に 対 す る 傾 斜 角  
は 本 実 施 形 態 の 角 度 θ ａ と 従 来 例 の 角 度 θ ｂ と で 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 が 進 行 し 、 図 ７ （ Ｃ ） に 示 さ れ て い る 状 態 に な る と 、  
従 来 例 で は 接 点 担 持 片 ５ ２ の 下 片 ７ ０ が 筐 体 ４ ０ の 底 壁 ４ ８ に 当 接 す る 底 付 き を 生 じ る 。  
接 点 担 持 片 ５ ２ の 上 下 方 向 の 弾 性 変 形 に 要 す る 力 は 底 付 き 後 で は 底 付 き 前 に 比 し て 増 大 し  
、 底 付 き 状 態 以 降 の プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 に 対 す る 抵 抗 が 増 大 す る 。 こ の 抵 抗  
の 増 大 に 応 じ て プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 に 要 す る 操 作 力 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ れ に 対 し て 本 実 施 形 態 に お い て は 、 凹 部 ８ ４ が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 従 来 例 で  
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は 底 付 き を 生 じ た プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 位 置 と 同 じ 接 続 移 動 位 置 に お い て 接 点  
担 持 片 ５ ２ の 下 片 ７ ０ が 筐 体 ４ ０ の 底 壁 ４ ８ に 当 接 す る 底 付 き を 生 じ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 尚 、 こ の 時 の 前 記 傾 斜 角 は 本 実 施 形 態 の 角 度 θ ｃ と 従 来 例 の 角 度 θ ｄ と で 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ （ Ｃ ） に 示 さ れ て い る 状 態 以 降 は 、 従 来 例 で は 、 図 ７ （ Ｄ ） ～ （ Ｅ ） に 示 さ れ て い  
る よ う に 、 接 点 担 持 片 ５ ２ の 下 片 ７ ０ が 筐 体 ４ ０ の 底 壁 ４ ８ に 当 接 し た 底 付 き 状 態 で プ リ  
ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 が 進 行 す る か ら 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 に 大 き い  
操 作 力 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ７ （ Ｃ ） に 示 さ れ て い る 状 態 か ら プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動  
が 進 行 し た 図 ７ （ Ｄ ） に 示 さ れ て い る 状 態 に な る と 、 接 点 担 持 片 ５ ２ の 下 片 ７ ０ が 凹 部 ８  
４ と 当 接 す る 底 付 き を 生 じ る 。 本 実 施 形 態 で も 、 こ れ よ り 、 図 ７ （ Ｅ ） に 示 さ れ て い る プ  
リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 完 了 ま で 底 付 き 状 態 で プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２ の 接 続 移 動 が  
進 行 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 底 付 き 状 態 が 始 ま る 前 記 傾 斜 角 は 角 度 θ ｃ （ ＝ θ ｄ ） よ り も  
小 さ い 角 度 θ ｅ で あ り 、 上 片 ７ ４ の 支 点 Ａ よ り も 第 １ 接 点 部 ７ ６ 側 の 直 線 部 の 立 上 り 傾 斜  
が 、 角 度 θ ｃ で あ る 場 合 よ り も 緩 や か で あ る か ら 、 底 付 き 状 態 で の プ リ ン ト 回 路 基 板 １ ２  
の 接 続 移 動 に 要 す る 操 作 力 の 増 大 が 従 来 例 よ り も 低 減 す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 製 造 方 法 を 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ は 、 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 １ 枚 の 板 材 を 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の  
全 体 を 含 む 展 開 形 状 に 打 抜 い て 打 抜 き 板 （ 素 材 ） Ｗ を 製 作 す る 打 抜 き 工 程 と 、 図 ９ に 示 さ  
れ て い る よ う に 打 抜 き 板 Ｗ を 各 折 曲 線 ａ ～ ｆ に 沿 っ て 折 曲 す る こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 端 子  
３ ８ を 成 形 す る 折 曲 工 程 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 製 造 工 程 を 、 図 ９ （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 先 ず 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 打 抜 き プ レ ス 加 工 に よ っ て 図 ７ に 示 さ れ て い  
る 打 抜 き 板 Ｗ を 製 作 す る 。 打 抜 き 板 Ｗ に は 開 口 ８ ２ が 打 抜 き に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 エ ン ボ ス 加 工 に よ っ て 第 １ 接 点 部 ７ ６ 及 び 第  
２ 接 点 部 ７ ８ を 形 成 す る と 共 に コ イ ニ ン グ 加 工 に よ っ て 凹 部 ８ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 ９ （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 折 曲 線 ａ 、 ｂ に 沿 っ た 各 折 曲 に よ  
っ て 前 端 片 ４ １ 及 び リ テ ー ナ 係 合 部 ６ ８ の 折 曲 成 形 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 図 ９ （ Ｃ ） 及 び （ Ｄ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 折 曲 線 ｃ 、 ｄ 、 ｆ に 沿 っ た 各 折 曲  
に よ っ て 接 点 担 持 片 ５ ２ の 折 曲 成 形 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 図 ９ （ Ｄ ） 及 び （ Ｅ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 折 曲 線 ｇ に 沿 っ た 各 折 曲 に よ っ て  
側 壁 ５ ０ の 折 曲 成 形 を 行 う 。 こ の 折 曲 に よ っ て 接 点 担 持 片 ５ ２ の 支 持 片 ８ ０ が 側 壁 ５ ０ の  
開 口 ８ ２ に 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 に 、 図 １ ０ を 参 照 し て コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 図 １  
０ に お い て 、 図 ４ に 対 応 す る 部 分 は 、 図 ４ に 付 し た 符 号 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 、 そ の 説 明  
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 の 凹 部 ８ ４ に 相 当 す る 凹 部 ８ ６ が 、 図 １ １ に 示 さ れ て い る よ う に  
、 段 付 き 部 を 含 む 素 材 （ 打 抜 き 板 Ｗ ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ の 他 の こ と は 上 述 の 実 施  
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形 態 と 同 じ で あ る 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 で も 上 述 の 実 施 形 態 と 同 様 の 作 用 、 効 果 が 得  
ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 図 １ ２ を 参 照 し て コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 図 １  
２ に お い て 、 図 ４ に 対 応 す る 部 分 は 、 図 ４ に 付 し た 符 号 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 、 そ の 説 明  
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 底 壁 ４ ８ に 、 上 述 の 凹 部 ８ ４ に 代 え て 、 底 壁 ４ ８ に 下 片 ７ ０ の 中 間 部  
７ ０ Ａ が 進 入 可 能 な 開 口 ８ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 ８ ８ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ て い る よ う  
に 、 素 材 （ 打 抜 き 板 Ｗ ） に 打 抜 き 加 工 と 同 じ 工 程 の 打 抜 き 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 下 片 ７ ０ の 中 間 部 ７ ０ Ａ が 開 口 ８ ８ を 上 下 に 通 過 で き 、 下 片 ７ ０ が 自  
由 状 態 か ら 底 壁 ４ ８ に 当 接 す る ま で の ス ト ロ ー ク が 凹 部 ８ ４ 、 ８ ６ に よ る 場 合 よ り も 更 に  
拡 大 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ が 大 型 化 す る こ と な く 、 下 片 ７ ０ の 底 付  
き に 起 因 し て コ ネ ク タ 接 続 に 要 す る 操 作 力 が 増 大 す る こ と が 抑 制 さ れ 、 接 続 操 作 性 の 悪 化  
が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 で 具 体 的 な 実 施 形 態 の 説 明 を 終 え る が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 や 変 形 例 に 限 定 さ れ  
る こ と な く 、 幅 広 く 変 形 実 施 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 接 点 担 持 片 ５ ２ は 、 前 端 ５ ２ Ａ  
が 底 壁 ４ ８ か ら の 折 返 し 曲 げ に よ り 形 成 さ れ て い る も の に 限 ら れ る こ と は な く 、 特 許 公 報  
第 ６ １ ９ ８ ３ ６ ５ 号 に 示 さ れ て い る コ ネ ク タ 端 子 の よ う に 、 筐 体 ４ ０ の 一 方 の 側 壁 ５ ０ か  
ら 底 壁 ４ ８ 上 に 折 曲 さ れ た も の で あ っ て も よ く 、 底 壁 ４ ８ の 前 側 に 位 置 す る 前 端 ５ ２ Ａ か  
ら 底 壁 ４ ８ の 後 方 に 向 け て 延 在 し て い れ ば よ い 。 ま た 、 コ ネ ク タ 端 子 ３ ８ は 両 面 カ ー ド エ  
ッ ジ 型 の コ ネ ク タ に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
１ ０       ： コ ネ ク タ
１ ２       ： プ リ ン ト 回 路 基 板
１ ２ Ａ     ： カ ー ド エ ッ ジ 部
１ ４       ： 基 板 側 端 子
１ ４ Ａ     ： 表 面
１ ６ Ａ     ： 先 端 片
１ ８ Ａ     ： 先 端 片
２ ０ Ａ     ： 先 端 片
２ ２       ： ハ ウ ジ ン グ
２ ４       ： 基 板 差 込 室
２ ４ Ａ     ： 先 端 片
２ ６       ： 端 子 室
２ ８       ： 連 通 部
３ ２       ： 突 出 片
３ ４       ： ば ね 片
３ ６       ： 被 覆 ケ ー ブ ル
３ ６ Ａ     ： 芯 線
３ ６ Ｂ     ： 被 覆 部
３ ８       ： コ ネ ク タ 端 子
４ ０       ： 筐 体
４ １       ： 前 端 片
４ ４       ： 芯 線 バ レ ル
４ ６       ： 被 覆 部 バ レ ル
４ ８       ： 底 壁
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５ ０       ： 側 壁
５ ２       ： 接 点 担 持 片
５ ２ Ａ     ： 前 端
５ ４       ： ス タ ビ ラ イ ザ 片
５ ６       ： 案 内 面
５ ８       ： 前 壁
６ ０       ： ラ ン ス 片
６ ０ Ａ     ： 遊 端
６ ２       ： 開 口
６ ２ Ａ     ： 前 縁
６ ３       ： 開 口 部
６ ４       ： リ テ ー ナ
６ ６       ： 突 片
６ ６ Ａ     ： 前 端 面
６ ８       ： リ テ ー ナ 係 合 部
６ ８ Ａ     ： 後 端 面
７ ０       ： 下 片
７ ０ Ａ     ： 中 間 部
７ ２       ： 湾 曲 片
７ ４       ： 上 片
７ ４ Ａ     ： 中 間 部
７ ６       ： 第 １ 接 点 部
７ ６ Ａ     ： 前 面
７ ６ Ｂ     ： 後 面
７ ８       ： 第 ２ 接 点 部
８ ０       ： 支 持 片
８ ２       ： 開 口
８ ４       ： 凹 部
８ ６       ： 凹 部
８ ８       ： 開 口
Ａ         ： 支 点
Ｗ         ： 打 抜 き 板 （ 素 材 ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7684845 B2 2025.5.28(13)

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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